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01 全 体 像

まず、全体像から。

L会員証システムは、今お使いのLINE公式アカウントに「会員証」の機能を追加するサービスです。お客様のスマホに

会員証のバーコードが表示され、レジではいつものスキャナで読み取ります。

新しいアカウントは要りません

今お使いのLINE公式アカウントに機能を

追加します。これまでの友だちも、配信も

そのままです。

お客様はアプリを入れません

友だち追加だけ。インストールも、

会員登録の入力も不要です。10秒で会員証が

出ます。

レジも会員番号も変えません

既存の会員番号をそのまま引き継ぎ、

今お使いのスキャナで読み取れます。

月額

9,800円／月（税別）

初期費用

68,000円（税別）

2店舗目以降

＋1,800円／店舗・月

導入まで

約2週間

※ 毎月の配信をお任せいただく場合は、運用サポートプラン（＋8,000円/月）を加えた月額17,800円の構成になります。詳しくは14ページをご覧ください。

01

お客様が店頭のQRを読む

02

友だち追加で会員証が発行

03

レジでスキャナが読み取る
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02 課 題

こんなお悩みは、ありませんか。

資料をご請求いただく店舗様から、実際にうかがうことの多いご相談です。どれか一つでも当てはまるようでしたら、この

先が参考になるかもしれません。

会員カードの発行と再発行に、手間と費用がかかる

印刷代、在庫の管理、「カードを忘れた・失くした」への対応。

1枚あたりは小さくても、年間では無視できない金額と時間になります。

DM・ハガキの費用が重い割に、効果が読めない

1通100円前後を何千通。届いたのか、読まれたのか、来店に

つながったのかが分かりません。

一度きりのお客様が、戻ってこない

来店のきっかけを作る手段が、こちらから見当たらない。思い出して

もらう方法がありません。

誰が来ているのかが分からず、打ち手が決められない

レジには売上が残っても、「どのお客様が、どのくらいの頻度で

来ているか」が見えません。

共通しているのは、お客様とつながる手段が「紙」と「電話」しかないことです。

L会員証システム 導入ガイド　／　インフィード合同会社 03 / 20



02 課 題

紙のカードから、スマートフォンへ。

紙・プラスチックのカード スマートフォンの会員証

LINEの国内利用者数

9,800万人
日本の人口の約8割

なぜ、専用アプリではなくLINEなのか。

インストールが要らない

アプリは「探して・落として・

登録して」の3段階でお客様が

離脱します。LINEなら

友だち追加だけです。

毎日開く場所にある

専用アプリは入れても

開かれなくなります。LINEは

日常的に開くので、お知らせが

目に入ります。

ご年配の方にも安心

ご家族との連絡で使い

慣れているため、新しい操作を

覚えていただく必要が

ありません。

※ 2025年3月時点／LINEヤフー社公表の国内月間利用者数。日本の総人口（約1億2,300万人）に対する比率として算出。

持ち歩いてもらう必要がある

忘れる・失くす・折れる

そのたびに再発行の手間と費用

こちらから連絡する手段がない

スマホは、いつも手元にある

失くす・忘れるが起こらない

発行も再発行も、その場で完了

そのままお知らせを届けられる

L会員証システム 導入ガイド　／　インフィード合同会社 04 / 20



03 適 合 性

「うちのレジで、使えますか」
— いちばん多いご質問にお答えします。

標準で対応しているバーコード規格

CODE39 CODE128 EAN（JAN） NW-7（CODABAR） QRコード ほか

既存の会員カードで使われている主要な規格に対応しています。今お使いの規格をそのまま、会員証の画面に表示し

ます。

貴店の番号に合わせて調整できる項目

店舗プレフィックス 3〜5桁

連番の桁数 5桁

開始番号 既存の続きから発番

チェックデジット 計算方式を指定可能

ハイフン 有／無

スタート・ストップ文字 指定可能

※ 上記以外の規格をお使いの場合も、読み取りテストのうえ対応可否をご相談ください。

無料の読み取りテスト

ご契約前に、テスト用バーコードを発行します。

今お使いのスキャナで実際に読み取れることを

確認してから、ご判断いただけます。

既存の番号を、そのまま

すでに印刷・配布済みのカード番号は、そのまま

引き継げます。新しい番号に振り直す必要は

ありません。

読み取ると、レジ画面にこれまでどおり会員情報が表示されます
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04 使 い 方

お客様は10秒、スタッフは3手順。

お客様の操作

01 店頭のQRコードを読み取る

02 友だち追加をタップ

03 会員証が表示される

個人情報の入力画面はありません。氏名や電話番号を打ち込んでもらう必要がないため、

店頭で止まりません。

スタッフの対応

01 お客様にスマホの画面を見せてもらう

02 いつものスキャナで読み取る

03 レジに会員情報が表示される

これまでと手順は変わりません。新しく覚えることは、ほぼありません。

「電話番号の下4桁を教えてください」が不要になります

店頭で個人情報の一部を口頭で伝えていただく運用は、周囲に聞かれる可能性があり、お客様が

不安に感じることがあります。画面を見せるだけなら、その心配がありません。
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04 使 い 方

友だちは、店頭でこそ増えます。

広告や自然な流入より、レジ前でひと声かけるほうが確実です。会員証がLINEにあるため、来店されたお客様がそのまま

友だちになります。

店頭でのQR設置例

レジ前のカウンター

会計時に必ず視界に入る位置。卓上POP

（A6〜A5程度）を、スタッフが指し示せる

向きで置きます。最も追加につながる

場所です。

受付の壁・柱

順番待ちの間に読んでいただけます。

A4ポスターで「会員証がスマホに入ります」

と用件を1行で。

伝票・レシートへの同封

名刺サイズのカードを渡します。その場で

読まれなくても、持ち帰って登録される

ことがあります。

声かけの例

「会員証、LINEでお出しできます。今その場でご登録いただくと、

本日から200円引きになります」

その場の特典

200円引き・300円引きが、お客様が迷わず決断できる水準です。一度会員に

なれば以降も来店いただけるため、初回の割引は十分に回収できます。

※ 店頭POPとポスターの原稿は、導入時にご用意します。
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05 効 果

会員証で、終わりにしない。

カードをスマホに移すだけなら、削減できるのは発行費だけです。会員番号がレジと一致することで、はじめて「誰が

来ているか」が分かり、こちらから声をかけられるようになります。

実際の使い方

個別のご連絡 「本日のご利用について、ご案内です」など、その方だけに送る

来店の促進 しばらくご来店のない方へ、季節の案内やクーポンを

予約のリマインド 前日にお知らせして、うっかりの取り違えを防ぐ

店舗ごとのお知らせ 1つのアカウントで、店舗ごとに違う内容を配信

電話がつながらない問題

知らない番号には出ない方が

増えました。LINEなら確実に届き、

お客様も気軽に返信できます。

パソコン・スマホ・タブレットの

どれからでも送信できます。

01

会員証がLINEに入る

来店されたお客様が、そのまま

友だちになる

02

会員番号がレジと一致する

レジの顧客とLINEの友だちが、同じ

人だと分かる

03

届けたい人にだけ届く

「しばらく来ていない方」だけに

お知らせを送れる

04

来店のきっかけが生まれる

思い出していただき、もう一度

ご来店いただく
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05 効 果

紙で同じ回数を送ると、いくらかかるか。

3,000人のお客様に、毎月1回・年12回お知らせを届ける場合の試算です。

紙のDM（ハガキ）

1通あたり 約100円

通数 3,000通 × 12回 ＝ 36,000通

3,600,000円 / 年

LINE会員証

LINE公式アカウント ライトプラン 5,000円/月（月5,000通まで）

L会員証システム 9,800円/月

177,600円 / 年

約342万円 / 年 この試算の読み方

紙で毎月12回送っている店舗は、実際にはほとんどありません。費用が理由で年2〜4回に絞らざるを

得ないからです。本質的な差は金額そのものではなく、「同じ予算で、接触の回数を何倍にもできる」ことに

あります。

※ 紙は届いたかどうかが分かりません。LINEは配信数・開封の傾向を数字で確認できます。

※ 住所変更や宛先不明による返送がなくなります。

※ LINEの通数単価はプランと通数によって変わります。上表はライトプランでの試算です。

差額
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05 効 果

導入いただいた、お店の声。

秋田県・複数店舗

郵送コストを大幅に削減し、紙の

販促からLINEへ完全移行

課題　会員カードの管理と、年数回の

DM郵送が固定費として重くの

しかかっていた。

導入後　会員証をLINEに移したことで、

来店されたお客様がそのまま友だちに。

短期間で友だち数が大きく増加し、紙の

販促を段階的に終了。

福島県・店舗

「待ちの接客」から「こちらから

声をかける営業」へ

課題　来店を待つしかなく、こちらから

働きかける手段がなかった。

導入後　会員番号とLINEが結びついた

ことで、伝えたい相手にだけ届く配信が

可能に。販促の質が大きく変わった。

東京都・店舗

競合の多いエリアで、独自性の高い

販促を実現

課題　近隣に同業が多く、価格以外の違いを

打ち出せずにいた。

導入後　専用アプリではなくLINEでの

会員証を選択。お客様に負担をかけずに

会員基盤を作り、限定クーポンなどの企画を

継続的に展開。

個別の実績値

年間有効会員の約9割が、LINEの友だちに

LINEクーポンの活用で、前年比140%の売上を達成した月も

いずれも特定の1店舗での実績です。業種・立地・会員数・

運用の頻度によって結果は異なります。すべての店舗で同じ

成果をお約束するものではありません。

※ お客様のご要望により、店舗名は伏せて掲載しています。
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06 機 能

月額料金に、含まれるもの。

オプションを付けなくても、会員証としての運用はこれだけで完結します。必要になったときに、あとから機能を

足せます。

複数店舗も、共通の会員証で

1枚の会員証をグループ全店で使えます。

配信は全店一斉にも、店舗ごとにも切り

替えられます。

管理はブラウザから

専用ソフトのインストールは不要です。

パソコン・タブレット・スマートフォンの

どれからでも操作できます。

個人情報はLINEの基盤上で

お客様に氏名や電話番号を入力していただく

必要がないため、店頭で預かる情報が

最小限で済みます。

デジタル会員証（バーコードの生成・表示）

会員番号の発行・表示・管理

LINE公式アカウントとの連携

メッセージ配信（全員宛／タグ・店舗での絞り込み）

クーポンの作成・配信

顧客管理（会員一覧・検索・CSV出力）

店舗別のお知らせ配信

導入サポート・運用のご相談窓口
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06 機 能

必要になったら、足せます。

はじめから全部を入れる必要はありません。多くの店舗が、まず会員証だけで始めて、運用が回りはじめてから

追加されています。

オプション 月額（税別） 内容

運用サポートプラン ＋8,000円 / 月 毎月の配信を企画から実施までお任せいただけます。配信内容の作成・配信代行・配信カレンダーの策定・月次

レポート。

※ 初期サポート費 30,000円（年間の配信カレンダー設計と初回配信物の制作）。ご自身で配信される場合は不要です。

回数券機能 ＋4,800円 / 月 回数券の発行・消化・残数・有効期限をスマホで管理。紙の綴りが不要になります。

セット回数券＋オンライン決済 ＋4,800円 / 月 回数券をLINE上で24時間販売。Stripe決済に対応し、営業時間外でも売上が立ちます。

※ 回数券機能に追加するオプションです。

このほかにも、POS連携（既存POSのポイント残高を会員証に表示）・AIチャット（LINE上での自動応答）・API連携・専用ドメイン／独自LIFF・多言語表示（日英韓繁タイの5言語）などの

オプションをご用意しています。必要な場合はご相談ください。
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06 機 能

紙の回数券を、スマホへ。

回数券をお使いの店舗では、残数の管理と紛失の対応が日々の負担になります。オプション機能として、回数券をまるごと

デジタルに移せます。

紙の回数券 デジタル回数券

先にお伝えしておくこと

前払式支払手段の基準日レポート

3月末・9月末を基準日とした未使用残高の集計と、

供託が必要となる基準額に達しているかの

確認レポートを標準で搭載しています。制度上の

最終的なご判断は、専門家にご確認ください。

紛失・破損のトラブル

残り何回かを、その場で数える

有効期限の管理が煩雑

売上の集計に手間がかかる

スマホの中なので失くさない

残数はいつでも自動表示

期限切れ前に自動でお知らせ

消化率がレポートで見える

01

管理画面で作成

券種の名称・価格・回数・有効期限・使える曜日を

設定します。

02

販売する

店頭でのお渡しに加え、オプションでLINE上での

24時間販売にも対応します。

03

来店時に消化

お客様が画面に出す4桁の確認コードを、スタッフが

モニターで照合します。

消化はバーコードのスキャンではなく、4桁の確認コードによる照合方式です。そのぶん専用の読み取り機は

不要です。

回数券の消化はPOSレジとは連動しません。売上データとは別管理になります。
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07 料 金

料金は、シンプルに2つ。

同じシステムですが、毎月の配信を誰が行うかで構成が変わります。

ご自身で配信される場合

9,800 円 / 月（税別）

初期費用　68,000円（税別・導入時のみ）

基本プランのみ。会員証の発行・管理から配信の操作まで、すべてお店で

行っていただきます。

17,800 円 / 月（税別）

初期費用　98,000円（税別・導入時のみ）

まずはご自身で配信してみて、手が回らなければ途中からお任せいただく形でも問題ありません。上記以外に、表示のない追加費用はありません。オプションは後から追加・

解約いただけます。金額はすべて税別です。

店舗数ごとの月額（基本プラン・合計）

1店舗 9,800円

3店舗 13,400円

5店舗 17,000円

10店舗 26,000円

※ 2店舗目以降は＋1,800円/店舗・月（10店舗で1店舗あたり

2,600円）。上記は基本プランのみの金額です。

運用サポートプランをご利用の場合は、これに＋8,000円/月が

加わります。

別途かかる費用

LINE公式アカウントの費用

LINEヤフー社にお支払いいただくプラン費用が

別途必要です。コミュニケーションプラン0円／

ライトプラン5,000円／スタンダードプラン15,000円

（月額）。

タッチスキャナー

レジにバーコードスキャナーが付いていない場合のみ、

別途ご用意が必要です。お持ちであればそのまま

使えます。

配信をお任せいただく場合

基本プラン＋運用サポートプラン（＋8,000円/月）。配信内容の作成から配信代行、月次レ

ポートまで弊社が行います。初期費用には初期サポート費30,000円を含みます。
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08 導 入

導入まで、約2週間。

お申し込みから運用開始まで、面倒な設定はすべて弊社で行います。お店にお願いするのは、現在の運用を教えていただく

ことと、スタッフ様のレクチャーのお時間だけです。

ご契約の前に、読み取りテストを行います

「使えると言われたのに、実際は読めなかった」が起きないよう、テスト用のバーコードを発行して、今お使いのスキャナで実際に読み取れることを確認します。

ここで確認できてから、ご判断いただく流れです。

01

お問い合わせ

フォーム・お電話で、

資料請求または無料相談を

お申し込みください。1分で

完了します。

02

無料相談＆読み取りテスト

現在の運用をお聞きし、

テスト用バーコードを発行。

今お使いのスキャナで読めるかを

一緒に確認します。

03

ご契約・各種設定

LINE公式アカウントへの組み込み、

会員番号の設定など、面倒な作業は

すべて弊社が代行します。

04

運用スタート

スタッフ様へのレクチャーを

実施して運用開始。

運用マニュアルもお渡しします。
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08 導 入

パソコンが苦手でも、地方でも。

導入時の設定から運用開始まで、専任のスタッフが伴走します。

現地での読み取り調整

必要に応じてスタッフが店舗に

お伺いし、バーコードが確実に

読み取れるよう設定・

調整します。遠方でも

対応しています。

スタッフ様への

レクチャー

現場の皆様に直接、会員証の

確認方法・配信のやり方・

困ったときの対処を

お伝えします。

友だちの増やし方の

ご相談

声かけのコツ、店頭ポスターの

置き方、特典の決め方まで、

集客の実務として

ご相談いただけます。

運用開始後の窓口

お電話・メール・

オンラインで、運用のご相談を

いつでもお受けします。

配信そのものを任せたい場合 —　運用サポートプラン　＋8,000円 / 月

毎月の配信を企画から実施までお任せいただけます。配信内容の作成・配信代行・配信カレンダーの策定・月次レポート。

※ 初期サポート費 30,000円（年間の配信カレンダー設計と初回配信物の制作）。ご自身で配信される場合は不要です。
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09 確 認

できること／できないこと。

導入してから「聞いていた話と違う」が起きないよう、現時点でできないことも、あらかじめお伝えしておきます。

できること できないこと・注意点

回数券の消化は、バーコードのスキャンではありません

お客様が画面に出す4桁の確認コードを、スタッフがモニターで照合する方式

です。そのぶん専用の読み取り機は不要です。

回数券の消化は、POSレジと連動しません

レジの売上データとは別管理になります。まずはレジ非連携で始めるのが現実

的です。

POSのポイント残高表示は、対応機種に限られます

オプション機能です。お使いのPOSで可能かどうか、事前に確認いたします。

ここに挙げていない運用も、追加開発でご相談を承っています。まずは「やりたいこと」をお聞かせください。

すでに配布済みのカード番号を、そのまま引き継いで使う

今お使いのLINE公式アカウントに、会員証機能だけを追加する

複数店舗で共通の会員証を使い、店舗ごとに違うお知らせを

配信する

タグ（新規・しばらく未来店など）と店舗で絞り込んで配信する

回数券の残数と有効期限を自動で管理し、期限前にお知らせする

会員一覧・配信実績をCSVで書き出す
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09 確 認

よくあるご質問。

Q.　今使っている受付システムやバーコードスキャナーは、本当にそのまま

使えますか？

多くの場合、そのままご利用いただけます。ご契約前に必ず無料の読み取りテス

トを行いますので、確認したうえでご判断いただけます。

Q.　LINE公式アカウントを持っていませんが、大丈夫ですか？

問題ありません。アカウントの新規開設から、友だちを増やすための初期設定、

リッチメニューの作成まで、すべて弊社がご用意します。

Q.　複数店舗の場合、店舗ごとに9,800円かかりますか？

かかりません。2店舗目以降は1店舗あたり月1,800円です。10店舗の場合、合計で

月26,000円（1店舗あたり2,600円）となります。

Q.　スマートフォンをお持ちでないお客様はどうなりますか？

従来のカードと併用して運用できます。実際、移行期は紙のカードとLINE会員

証を併用し、来店のたびに少しずつ切り替えていく進め方が一般的です。

Q.　導入後のサポートはどうなっていますか？

操作でご不明な点は、お電話・メール・オンラインでいつでもご相談いただけま

す。「クーポンの反応率を上げたい」といった集客のご相談も歓迎です。

Q.　パソコンが苦手なスタッフでも運用できますか？

導入時に操作レクチャーを実施し、運用マニュアルもお渡しします。スタッフ側

の操作は「スキャナで読む」だけで、特別な習熟は必要ありません。

このほかのご質問は、お電話・メールのほか、サービスサイトのAIチャットでも24時間お答えしています。「うちの場合はどうなるか」という個別のご相談は、無料の読み取りテストと

あわせてお受けしています。
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10 体 験

文章より、実物を。

実際の会員証を、お手元のスマートフォンでそのままご覧いただけます。アプリのインストールは必要ありません。

お客様が体験する画面と、まったく同じものです。

デモ用LINE公式アカウント

https://lin.ee/jmIHYam

01 QRコードを読み取って、デモ用のLINE公式アカウントを友だち追加

02 メニューから「会員証」をタップ

03 バーコード付きの会員証・回数券の購入を、そのまま体験

デモ用のため、個人情報の入力は不要です。実際にお客様が見る画面が、そのまま表示されます。

会員証の画面

バーコードと会員番号が表示される、

お客様側の画面そのものです。

リッチメニュー

LINEの下部に並ぶメニュー。店舗ごとに

項目を設計できます。

回数券の購入

オプションの回数券を、購入から

残数表示まで通しでお試しいただけます。
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11 お 問 い 合 わ せ

まずは、ご相談ください。

お電話

022-200-2872

手早く話を聞きたい方、できること・でき

ないことを先に確認したい方は、お電話が

早いです。

メール

info@infeed.co.jp

要件をまとめてお送りいただく場合、お見

積りのご依頼はこちらへ。

Webサイト・お問い合わせフォーム

infeed.co.jp/services/lcard/

デモ体験・料金・導入事例など、最新の情報はこちらでご確認いた

だけます。

インフィード合同会社　〒980-0021 宮城県仙台市青葉区中央2-11-19 仙南ビル4階-A

2026年8月版 / v3.0

ご相談前のチェックリスト

ご相談の際にお聞きする項目です。あらかじめ分かる

範囲でご記入いただくと、初回のご相談で具体的な

ご提案ができます。

お使いのレジ・POSのメーカーと機種

現在の会員番号の桁数と、番号の付け方

バーコードスキャナーの有無

LINE公式アカウントの有無（ある場合は友だち数）

店舗数

現在の会員数（おおよそで結構です）

紙の回数券・ポイントカードの有無

現在の販促手段（DM・チラシ・電話など）と、年間の

回数
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